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大阪府を中心とした河川に於ける水生生物の生息状況 
－平成１５年度における水生生物科の調査活動報告－ 

 
シニア自然大学研究センター水生生物科： 

石橋和彦、太田富美、河田航路、佐藤秀夫、田中幸稔、田中誠治、浜嶋尚義、 
林 富夫、林 美正、望月基典、森下義男、森本静子、八尾保男、渡辺隆夫 
 

はじめに 
水生生物科では、平成１５年４月発足以来、生命と文化の源である水と生き物の生態

を知り、保全し、未来に託す事を目指して、淀川水系を中心とする河川・池など湿地にお

ける淡水魚・水生昆虫・甲殻類など 水辺の生き物とその環境を継続的に調査してきた。 

今回は、平成１５年度における水生生物調査結果の概略を報告する。尚、初年度（１５

年度）については、定期的・定点的に調査した河川もあるが、あくまでも将来的に特定河

川の上・中・下流などの定点や季節を変えての定期的な本格調査を実施するための予備調

査と位置づけて、大まかに全体的な水生生物の生息状況や生息環境を把握することに主眼

を置いた。今後の調査において調査対象河川選定や定点・定期調査の一貫性や法則性を更

に追求したいと考える。 

 

調査の方法 

調査河川として、淀川水系では安威川、天野川、淀川（汽水域、ワンド群、上流部）、

木津川、猪名川など、大和川水系では石川など、泉州地域では近木川、番川、その他武庫

川、加古川支流杉原川に 調査地点（図１参照）を設定し、魚類、水生昆虫、甲殻類、両

生類、貝類、環形動物などの水生生物の生息と環境を調査した。採集用具としては、タモ

網（D 型、全長９０cm 又は１２０ｃｍ）、投網（２１節 1000 目、1200 目）、セル瓶（モンド

リ）、釣具を採用し、各調査地では、水温、気温、溶存酸素（酸素濃度計）、pH（試験紙）

等の水質検査を行ったのち、水生生物の採集を行い、同定後、所定の調査票に記入した。 

同定困難なサンプルについては、貝塚市立自然遊学館、大阪市立自然史博物館などの専

門家に確認をお願いした。採集した水生生物サンプルの一部は、８０％エタノールに浸漬・

保存した。 

 
調査結果のまとめ 

本調査は、今後の本格的調査のための対象河川の選定や方法論の確立に資することを目

的とした予備調査の位置づけであり、調査データとして一貫性や規則性にある程度の問題

があることは否定できないし、一定の結論が得られるわけではないが、あるがままの調査

結果を記録に残すことに意味があると考え、その概略を以下に列挙する。 
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１）調査地点は、図１に示すとおり、大阪府内の河川を中心とする２３箇所であった。 
２）河川毎の水生生物確認数は、表１に示す通り、魚種種５３種、水生昆虫８３種、甲殻

類１３種、両生類８種、貝類１１種、環形動物６種、合計１７２種であった。水系別

では、淀川水系１２８種、大和川水系２７種、泉州地区５３種、猪名川３７種、武庫

川、７１種であった（表２参照）。尚、河川別確認水生生物の詳細については、表３～

表５を参照されたい。 
３）各河川で確認された水生生物種に含まれる 所謂 水質指標生物（自然観察ガイド：

谷幸三、国土交通省大和川工事事務所参照）から推定される水環境については、図２、

図３並びに表６に示すとおり、全体的には ある程度の相関が想像されるものの、水

生生物の移動性、例えば水生昆虫の幼虫が何らかの理由で流下することがある等、を

考慮すると、なお水生生物と水質環境の相関については検討の余地がありそうである。 
一方、同一河川の複数調査地点での水生生物の生息状況からは、下流に行くほど水環

境が悪くなっている傾向を示しているが、都市の河川では、自然の浄化能力の限界以

上に水質悪化が進んでいる一面を示唆しているのではないかと思われる。 
４）淡水魚の調査結果を、大阪府レッドデータリストと対比してみると、表７に示すとお

り、絶滅危惧Ⅰ類では１３種中ヌマムツ（カワムツ A）1 種、絶滅危惧Ⅱ類では 9 種中

ムギツク、ズナガニゴイ、ヤリタナゴ、ドジョウ、メダカ、ウキゴリの６種、純絶滅

危惧種では 3 種中イトモロコ、ギギの 2 種、情報不足種では 12 種中シマヨシノボリ 1
種、要注目種では 16 種中カワヒガイ、カマツカ、ゼゼラ、タモロコ、コウライモロコ、

ワタカ、シロヒレタビラ、カネヒラ、ドンコの 9 種を確認しているが、何れの種も確

認された個体数は極めて少ない。繁殖に淡水二枚貝が不可欠のヤリタナゴ、乾田化し

た水田から追われたドジョウなど、水辺環境の悪化が原因であることは言うまでもな

い。確認された個体数の多さでの点で唯一の例外は、絶滅危惧Ⅱ類に分類されている

メダカであったが、これとて ほ場整備事業、ブルーギルやカダヤシなどの繁殖など

の煽りを受けて産卵場所である水田や水草のある水路などから締め出されて、三面コ

ンクリート張りの水路でかろうじて生きのびているに過ぎない。尚、ヌマムツは、カ

ワムツの中に入れられていたが、ごく最近、別種として分類された。しかしながら、

生態が充分研究されていないまま絶滅が懸念されていることは指摘しておきたい。 
５） 水生生物科は、今後、平成 15 年度の調査結果をもとに、大阪府内の淀川水系や大和川

水系を中心に河川・水田・池などの湿地（ウエットランド）における淡水魚・両生類・

水生昆虫・水生植物などの水辺の生き物と環境を調査し、次世代に残すべき水辺遺産

目録を作ることを目指している。将来的には、その活動が、孫やその子供たちが安心

して水辺に入り、生命の源である水やそこに棲む生き物と接し、生き物の愛おしさや

命に対する優しさを育めるような環境創りに繋がることを念願しているものである。 

稿を終わるに当り、ご指導を頂いた貝塚市立自然遊学館の岩崎・山田両学芸員はじめ大阪

市立自然史博物館、琵琶湖博物館の皆さんに感謝の意を表します。（統計/渡辺、文責/林） 
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⑩ ： 調査月
＊ 上下の調査場所は一致している。

各河川別確認水生生物種類数　　　　　[図２]
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各河川に於ける確認水質指標水生生物に見る水環境　　　　　[図３]
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　河川別水生生物確認数 [表１]

（調査期間：2003.4～2004.3）

河川
調査

場所数
魚類

水生
昆虫

甲殻類 両生類 貝類
環形
動物

確認種数
合 計

杉原川 1 7 16 2 3 1 0 29

武庫川 2 27 22 4 4 5 1 63

猪名川 2 15 13 4 1 3 1 37

安威川 3 17 44 7 0 4 2 74

木津川 2 10 2 5 0 0 0 17

船橋川 1 2 1 1 0 0 2 6

穂谷川 1 7 3 2 0 0 0 12

天野川 1 17 9 3 1 0 0 30

芥　川 1 8 28 2 1 3 2 44

淀　川 5 22 6 9 0 6 2 45

石　川 2 8 12 5 0 0 2 27

近木川 1 6 13 3 3 1 0 26

番　川 1 10 13 4 0 2 0 29

合　計 23 53 83 13 8 11 6 174

＊　下音羽川のデータは安威川で集計した。

　水系別種類別水生生物確認数 [表２]

産地
調査

場所数
魚類

水生
昆虫

甲殻類 両生類 貝類
環形
動物

合 計

淀川水系 14 39 61 12 2 9 5 128

大和川水系 2 8 12 5 0 0 2 27

泉　　州 2 15 24 6 4 3 0 53

猪 名 川 2 15 13 4 1 3 1 37

武 庫 川 2 27 22 4 4 5 1 71

淀川水系　 ： 安威川、木津川、船橋川、穂谷川、天野川、芥川、淀川

大和川水系 ： 石川

泉　　州　 ：  近木川、番川
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採集記録　(魚類） [表３]
（調査期間：2003.4～2004.3）
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和　名
ｵｲｶﾜ + + + + ++ +++ + + +++ ++ + + + ++ +
ｶﾏﾂｶ + ++ + + + ++ + + + + + +
ｶﾜﾑﾂ(ｶﾜﾑﾂB) +++ +++ ++ + + ++ + + ++ ++
ﾇﾏﾑﾂ(ｶﾜﾑﾂA) ++ + +
ｶﾜﾋｶﾞｲ + + +
ｺｲ ++ + + + + + +
ｺｲ（錦） +
ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ +++

ｶﾈﾋﾗ +
ｼﾛﾋﾚﾀﾋﾞﾗ + +
ｾﾞｾﾞﾗ +
ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ + +
ﾔﾘﾀﾅｺﾞ +
ﾀｶﾊﾔ +
ﾆｺﾞｲ ++ + + + + +
ｺｳﾗｲﾆｺﾞｲ + +
ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲ + +
ﾌﾅ +
ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ++ + + + ++ + + + + + + + +
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ + + ++ + + +
ﾓﾂｺﾞ + + + + + + + + + +
ｲﾄﾓﾛｺ + +
ｺｳﾗｲﾓﾛｺ + + + ++
ﾀﾓﾛｺ + + + + +
ﾑｷﾞﾂｸ + +
ﾜﾀｶ +
ﾄﾞｼﾞｮｳ + +
ｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ +
ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ ++
ｱﾕ + +
ｷﾞｷﾞ + + + +
ｱｶｻﾞ +
ﾅﾏｽﾞ + + +
ﾒﾀﾞｶ + ++ + + + ++ +
ｶﾀﾞﾔｼ ++
ﾖｼﾉﾎﾞﾘ + + + + +
ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ ++ ++ + + + + + + + ++
ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ +
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ + + +
ｳｷｺﾞﾘ + +
ﾏﾊｾﾞ ++
ﾄﾞﾝｺ + + + + + + + + + + +
ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ + + + ++
ｵｵｸﾁﾊﾞｽ + + + + + + ++
ﾎﾞﾗ ++ + +
ｾｽｼﾞﾎﾞﾗ +
ｽｽﾞｷ +
ｵﾔﾆﾗﾐ +
ｸﾛﾀﾞｲ + +
ｺﾄﾋｷ +
ｳﾅｷﾞ + + +
ﾀｳﾅｷﾞ +
ﾌｸﾞの一種 +

採集数　 ：  + ; 1～49　  ++ ； 50～99　  +++ ； 100以上　
＊　太字斜体 の生物名は水質指標水生生物を示す。
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採集記録　（水生昆虫） （調査期間：2003.4～2004.3） [表４]
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和　名
ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ科 +
ｵｵﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ + ++ ++ +
ﾋﾒﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ +
ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ + + +
ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ +
ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ + +
ｲﾏﾆｼﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ +
ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ + ++ +
ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ +
ﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ属 + +
ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ +
ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ ++ + + + + + + ++ +
ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ +
ﾅﾐﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ++ +
ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ + + +
ﾕﾐﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ + + +
ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ ++ + + +
ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ + ++
ｺｶｹﾞﾛｳ属 + + + +
ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ +
ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ + +
ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ +
ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ属 +
ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属 +
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ属 + + +
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ + +
ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ属 + +
ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ + ++ + ++
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 + + + + + +
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ++ + +
ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ +
ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ +
ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ属 + ++ +
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ + + + + +
ｺﾊﾞﾝﾄﾋﾞｹﾗ属 + +
ﾔﾏﾅｶﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ + +
ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ +
ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ属 +
ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 +
ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 +
ｺｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ属 + +
ｶﾜｹﾞﾗ科 +
ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属 + + + +
ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ科 + +
ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ属 + +
ﾐﾄﾞﾘｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ属 +
ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 +
ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 + + ++
ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 + +
ｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ +
ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属 +
ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ + +
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 + + ++ +
ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ + + +
ｵｵｶﾜﾄﾝﾎﾞ + + + + +
ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ + + + +
ﾆｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ？ +
ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ + + + + +
ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ++ + +
ｵﾆﾔﾝﾏ + +
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ + +
ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ + + + + + +
ｷｲﾛﾔﾏﾄﾝﾎﾞ +
ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 +
ﾐﾔﾏｻﾅｴ + + +
ｵﾅｶﾞｻﾅｴ + + +
ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ属 +
ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ + +
ｵｼﾞﾛｻﾅｴ +
ｺｵﾆﾔﾝﾏ + + + + + + + +
ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 + + + +
ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属 + + + + +
ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ科 + + +
ﾁﾋﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ属 +
ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ + +
ｺｵｲﾑｼ +
ﾐｽﾞﾑｼ科 +
ﾏﾂﾓﾑｼ + ++
ﾅﾍﾞﾌﾞﾀﾑｼ +
ｱﾌﾞ科 +
ｱﾐｶ科 +
ﾕｽﾘｶ科 +++ + +
ﾎｿｶ科 +
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 + + + + + +

＊　太字斜体 の生物名は水質指標水生生物を示す。

備  考

武
庫
川

猪
名
川

石
　
川

河川名

場所 地図NO. 12

木
津
川

安
威
川
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採集記録（甲殻類　両生類　貝類　環形動物）　 [表５]

（調査期間：2003.4～2004.3）

杉
原
川

下

音

羽

川

船
橋
川

穂
谷
川

天
野
川

芥
 
川

近
木
川

番
 
川

１ ２ ３ ５ ４ ６ ７ ８ ９ 10 21 22 11 20 13 14 15 16 17 18

上
流

上
流

下
流

中
流

下
流

下
流

上
流

中
流

下
流

下
流

下
流

中
流

下
流

汽
水

中
流

下
流

上
流

下
流

加

美

町

宮

前

橋

武

庫

大

橋

呉

服

橋

軍

行

橋

馬

ヶ

瀬

橋

桑

原

橋

西

河

原

流

れ

橋

京

阪

鉄

橋

合

流

直

前

合

流

点

新

天

野

川

橋

塚

脇

橋

樟

葉

ﾜﾝ

ﾄﾞ

樟

葉

た

ま

り

樟

葉

本

流

城

北

ﾜﾝ

ﾄﾞ

十

三

干

潟

千

代

田

橋

石

川

橋

畑

　

橋

祗

園

橋

和名
甲殻類
ﾇﾏｴﾋﾞ +

ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ ++ ++ ++ + ++ +++ + + +++ + ++ + +++ + ++

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ++ + + + + +

ｽｼﾞｴﾋﾞ ++ ++ ++ + + + + ++ + + +

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ++ + + + ++ ++ + + + +

ｻﾜｶﾞﾆ + + + +

ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ +

ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ +

ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ + +

ﾖｺｴﾋﾞの仲間 + + ++

ﾐｽﾞﾑｼ + + + + + + + + +

ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ +

ﾌｼﾞﾂﾎﾞのなかま +

両生類
ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ + + +
ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ +

ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ +
ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙｵﾀﾏｼﾞｬｸｼ +

ｳｼｶﾞｴﾙ +
ｳｼｶﾞｴﾙｵﾀﾏｼﾞｬｸｼ + +

ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ + + +

ﾂﾁｶﾞｴﾙ +

ｵﾀﾏｼﾞｬｸｼ +

ﾆﾎﾝｲﾓﾘ +

貝類
ｶﾜﾆﾅ + + + ++ +++ +

ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ++

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ + +

ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ +

ｻｶﾏｷｶﾞｲ + + + +

ﾏｼｼﾞﾐ + + + + +

ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ++

ﾆｾﾏﾂｶｻｶﾞｲ +

ｲｼｶﾞｲ ++

ｲｼﾏｷｶﾞｲ + +
ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ +

環形動物
ﾋﾙの仲間 + + + + + +

ｲｼﾋﾞﾙ科 +

ﾋﾗﾀﾋﾞﾙ科 +

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ ++
ﾐﾐｽﾞのなかま +

+

採集数　 ：  + ; 1～49　  ++ ； 50～99　  +++ ； 100以上　

＊　太字斜体 の生物名は水質指標水生生物を示す。

淀
 
川

12

上
流

石
 
川

河川名

場所 地図No.

備　考

位　置
下
流

武
庫
川

猪
名
川

安
威
川

木
津
川
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水質指標水生生物の採集個体数 [表６]
（2003.4～2004.3）

杉
原
川

下

音

羽

川

船
橋
川

穂
谷
川

天
野
川

芥
　
川

近
木
川

番
　
川

場所 地図No. １ ２ ３ ５ ４ ６ ７ ８ ９ 10 21 22 11 20 13 14 15 16 17 18
上
流

上
流

下
流

中
流

下
流

下
流

上
流

中
流

下
流

下
流

下
流

下
流

下
流

中
流

下
流

汽
水

中
流

下
流

上
流

汽
水

加

美

町

宮

前

橋

武

庫

大

橋

呉

服

橋

軍

行

橋

馬

ヶ

瀬

橋

桑

原

橋

西

河

原

流

れ

橋

京

阪

鉄

橋

合

流

直

前

合

流

点

新天

野川

橋

塚

脇

橋

樟

葉

ﾜﾝ

ﾄﾞ

樟葉

たま

り

樟

葉

本

流

城

北

ﾜﾝ

ﾄﾞ

十

三

干

潟

千

代

田

橋

石
川
橋

畑

　

橋

祗

園

橋

魚 ｱﾕ + +
ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ + ++ + ++
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ + + + +

き ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ +
れ ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ +
い ｸﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ +
な ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ + + +
水 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ +

ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ ++
甲 ｻﾜｶﾞﾆ + + + +
両 ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ +

ｵｲｶﾜ + + + + ++ ++ + + +++ ++ + + + + ++ +
魚 ｶﾜﾑﾂ ++ +++ +++ ++ + + ++ + + ++ ++
類 ﾄﾞﾝｺ + + + + + + + + + +

ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ ++
ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ ++ + + + + + + ++ +
ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ + ++
ｼﾘﾅｶﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ++ +
ｺｶｹﾞﾛｳの仲間 + + +

す 水 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ + +
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ +

こ ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ + + + + +
生 ｵｵｶﾜﾄﾝﾎﾞ + + + +

し ｵﾆﾔﾝﾏ + +
ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ++ + +

よ 昆 ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ + + + + + +
ﾀﾞﾋﾞﾄｻﾅｴ +

ご ｺｵﾆﾔﾝﾏ + + + + + + +
虫 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ + + ++ +

れ ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ +
ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ +

た ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ++ + +
ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ + +

水 ｽｼﾞｴﾋﾞ ++ ++ ++ + + + + ++ + + +
ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ + +
ｱﾏｶﾞｴﾙ + + +
ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ + + +
ﾂﾁｶﾞｴﾙ +
ｲﾓﾘ +
ｲｼﾏｷｶﾞｲ + +
ｶﾜﾆﾅ + + + ++ +++ +
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ + +
ﾏｼｼﾞﾐ + + +
ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ++
ｺｲ ++ + + + + + +
ﾅﾏｽﾞ + + +

よ ﾌﾅ + ++ + + + ++ + + + + + + + + + +
ﾄﾞｼﾞｮｳ + +

ご ﾒﾀﾞｶ + ++ + + + ++ +
ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ +

れ ｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ +
ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ + +

た ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ +
ﾏﾂﾓﾑｼ + + ++

水 ｺｵｲﾑｼ + +
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ類 + + + + + + +
ﾐｽﾞﾑｼ + + + + + + + +
ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ +
ﾌｼﾞﾂﾎﾞのなかま +

大変 甲 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ++ + + ++ ++ + + + +
汚れ 両 ｳｼｶﾞｴﾙ + + +
た水 貝 ｻｶﾏｷｶﾞｲ + + +

参考資料：自然観察ｶﾞｲﾄﾞ(水生生物）谷 幸三　　国土交通省大和川工事事務所

12
上
流

石
　
川

淀
　
川

武
庫
川

猪
名
川

安
威
川

木
津
川

河川名

位  置

水

生

昆

虫

甲

殻

類

備  考

両

生

類

甲

殻

水

生

昆

虫

魚

　

類

貝

　

類

-9-



レッドデータブック記載種の採集記録集計 (汽水・淡水魚類）[表７]

 　表7-１；大阪府レッドデータブック（2000.3） 
採集数　 ：  + ; 1～49　  ++ ； 50～99　  +++ ； 100以上

猪
名
川

大
和
川

泉
州

加
古
川

武
庫
川

淀
川

安
威
川

芥
　
川

天
野
川

穂
谷
川

船
橋
川

木
津
川

猪
名
川

石
川

番
川

近
木
川

杉
原
川

武
庫
川

５ ９ ２ ２ ２ 1 ２

産地 危惧種名
水
系

淀
川

水
系

猪
名
川

水
系

大
和
川

泉
州

ｽﾅﾔﾂﾒ ○ ○
ﾇﾏﾑﾂ(ｶﾜﾑﾂA) ○ ○ + ++ +
ｲﾁﾓﾝｼﾞﾀﾅｺﾞ ○
ｲﾀｾﾝﾊﾟﾗ ○
ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ ○ ○ ○
ｱﾕﾓﾄﾞｷ ○
ｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ小 ○
ｱｼﾞﾒﾄﾞｼﾞｮｳ ○
ﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ ○ ○
ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ ○
ﾋﾞﾘﾝｺﾞ ○ ○
ﾄﾋﾞﾊｾﾞ ○
陸封型ｶｼﾞｶ ○ ○
ｶﾜﾊﾞﾀﾓﾛｺ ○ ○ ○
ﾑｷﾞﾂｸ ○ ○ ○ + +
ﾂﾁﾌｷ ○ ○ ○
ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲ ○ ○ ○ + +
ﾔﾘﾀﾅｺﾞ ○ ○ ○ +
ﾄﾞｼﾞｮｳ ○ ○ ○ ○ + +
ｱｶｻﾞ ○ ○ ○ ○ +
ﾒﾀﾞｶ ○ ○ ○ ○ +++ + + ++
ｳｷｺﾞﾘ ○ ○ + +
ｲﾄﾓﾛｺ ○ ○ ○ ○ + +
ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ ○ ○ +++
ｷﾞｷﾞ ○ ○ ○ ○ + + +
ｻﾂｷﾏｽ ○
ｼﾗｳｵ ○
ｱﾌﾞﾗﾊﾔ ○ ○ ○
ﾃﾞﾓﾛｺ ○
ｸﾙﾒｻﾖﾘ ○
ｶﾜｱﾅｺﾞ ○
ﾀﾈﾊｾﾞ ○
ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○ ○ +
ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○ ○
ﾁﾁﾌﾞ ○ ○
ｳﾛﾊｾﾞ ○ ○ ○
ﾎﾞｳｽﾞﾊｾﾞ ○
ｳｸﾞｲ ○ ○ ○
ﾀｶﾊﾔ ○ ○ ○ ○ +
ﾊｽ ○ ○
ｶﾜﾋｶﾞｲ ○ ○ + + +
ｶﾏﾂｶ ○ ○ ○ + ++ + + ++
ｾﾞｾﾞﾗ ○ +
ﾀﾓﾛｺ ○ ○ ○ ○ + + +
ｺｳﾗｲﾓﾛｺ ○ ○ ++ + +
ﾜﾀｶ ○ +
ｼﾛﾋﾚﾀﾋﾞﾗ ○ + +
ｶﾈﾋﾗ ○ +
ｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ中 ○ +
ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ ○ ○ ○ ○ ++
ﾋﾞﾜｺｵｵﾅﾏｽﾞ ○
ﾄﾞﾝｺ ○ ○ ○ ○ + ++ + + + +
ｸﾛﾖｼﾉﾎﾞﾘ ○

*淀川水系・猪名川水系・大和川水系及び泉州の丸印は該当する危惧種、塗りつぶしは採集確認を示す。

 　表7-２；環境庁レッドデータブック（2003.5）　

ｱｶｻﾞ +
ﾒﾀﾞｶ +++ + + ++

NT ｵﾔﾆﾗﾐ +
VU：絶滅危惧Ⅱ類　　NT：準絶滅危惧

淀
川

準

絶滅

危惧

情
報
不
足

水　　　系

調査場所数

河　川　名

VU

要
　
注
　
目

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
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